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蔭ζ゜11’正ゴ．　　　　・皿三ニー二二二壬｝
［亘⊃　　一一一　「7　　L沖i1・t　　．＿二r一二二二＿＿二二．工」二｛
塞　　1　　　竃熱、｝≡≡三「二三」±l
　　ent　°haumts　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　l
　　elt　°vaUlts　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　11
　　計　　　　10　　　　　1　　　　　8　　；　　　1　　　　　1　　｛21｛
N．B．　。印はmonomorphemicなるざることを示す．伺〉，　warmthは／－rmθ、1としては（β）
　　　　表に示してある．
　以上の表は脆落せるものが絶封にないとは保讃し難V・が，典型的なphonemeのcombhnation
によるpatternは網羅したつもりである．この場合B1oomfieldの所謂pre－final，　main　flnal
及びpost　f垣a1は衰際上重要な励∬’εあるが（從つて。印をつけて示しておV、たが），原理糞勺に
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はphonemics白依の問題ではないので（morphophone1垣csの封象にはなるが），特に別個に
取扱うことは避けた．そこで，次に之等の表から，如何なる結論が導き出されるかということで
あるが，それは先づ第一に，音節梼造としては表示され．た型がtypica1なものであり，且possi－
bilityの限界であるとレ・うことである．裏から言えぱ，表示されてV・る何れかのものよりless
なcombinationは何かそれを補うべき要素が存在するし，　moreなcombinationは成立しない
とV・うことである．第二に，表示したσ‖は殆んど1昔節のものであるが其等は話音の中でfree
に阜猫で具現し得る能力を持つている．之等は從つて阜凋でutteranceの中でrhythmのbeat
の阜位になり得る．このことは即ちs亡ressをinnateに具有してV、ることを萱讃する．　との事
蟹から本然の姿に於て現はれるsyl正ableはstress（詳しくは後遽8，（1｝1）参照）を持つもので
あるとレ・うことが言える筈である．2音節以上のものは，その何れかの音節にstressを持つわけ
である．Syllableの機能である既述の「まとめ」作用は斯様な本然の姿に於て箪現する・第三
に表から抽出されることは，その本然のsy｝lableに於ては，母音は決して阜猫に現はれ十必す子
音（glideも・含む）を後に従えている亡とである．（即ち本然の音節の／V／は所謂＜nucleus＞とな
る．）この方言に於ては，rea1，　idea　theaterの類も／rfyA1ノ（／r｛y1／ともなる），／δyd｛yA／，／θfyAtArノ
であり，spaは／spde／である．（a，　theは／6y／，／δiy／であつてノA／，／δA／はstress’のなV・
e1ユditicな場合に限る．）第四に，本然のsyllableに於ては母晋が最初に來る場合（例えばarm）
が非常に少いことである．この事を窒諮する爲に，材料を三省堂のコンサイス英和踏典（新版）に
取って，double　asteriskを附してある最も基本的な頻度の高V・阜語に就て上述の手績に從つて
晋節構造の型を槍出してみたのであるが，その結果は次の如くである．（同一綴で晶詞によ夢嚢音
の異るものは夫々を1語とし，その逆は全部を1語とした．叉強弱形のあるものは強をとり，二種
以上の褒音あるものは最初に記載されてV、るものによつた．喪普の資料はGeiJhardt式のコンサ
イスの表記の他にKenyon－Knottの賠典，　A．　C・D・及びWebsterを主とし・他にJonesの
辮典と墾『照したりPalmerのA．　Variants及び筆者自身の現地に於けるdataを援用しk．完
壁なlistではないかもしれぬが，大体の傾向は察せられるであろう．
　　1二音節語　／VO＜一＝）＞1CCCVCCC／　　　　　　　　　型鐵12　　語数891
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　2音節語　／CVC・V／〈一一一一〉／CV・CCCVCCノ　　　　型救63　　語藪561
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　3音節語　／VC・V・VC　1・←→・ノVC・CVC・CCVCC／　型救52　　語勲109
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　4音節語　／VC．CV．CV．CVCC／〈一一〉／CCVC・VC・CVC・CVC／　型藪16　　語婁糞17
　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　5晋節語　ノCVC・V・CVC・CV・CVノ　　　　　型塑1　　語藪　1　　　　　　　＿＿
　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型」＆；　144　　　語婁f（　1・・554
この中で／「，f’（Strong　Tasem．e’）のある萱節は次0）如くである．
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　　　　　　　1三㌧；一＿
　　　　　　　，CCVCC，型、26！
“　　　ノ其他／型　，、5　　」
　　　　　自∬ちノV／の前後を／C／叉は／C－cluster／で国んでいる型は4種であり，総激に封し86．2％を占め
　　　　　墜倒的に多救である．4穣の中では／CVO型が47．6％で宇激に近い．
　　　　　　この結果に謝して解稗を下すならば，前に蓮べた第三及第四の結論を集約してSyllableの墓本
　　　　　型は／CVC／であるということになる．部ち変際に／CVC／が最大多数であるの〉みならず，C－cluster
　　　　　もその機能に於てCと同…であるとV・う根援がある．例えばsickの／s／はstickの／st／と
　　　　　殆ど等時に穫音されるという事籔である（服部：Phoneme，　Phone　and　Compound　Phone，
　　　　　言語研究，16，P．96）．服部氏はX　！s／はphonememeであつて〔s〕＝＝／sノの場合はsimP正e　pho－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　nemeであり，／st－／の場合はcompound　phonemeであるとも論く（言韻論と正書法，　pp．176
　　　　　－177）のであるが，要するにsimpleであるかcomplexであるかは，　sy11ableの梼造的綴億
　　　　　の阜位としては同等であると思はれるので／C／と同犠の取扱いをして差支ない．私も同蒋士に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　從つて1igatureを用V・てdust6rを表示することが便利であると思う　（例street／striyt／）．
　　　　　然らばarmとかinkとかいう場合はどうなるのであるかという問題が出て來るであろう。こ
　　　　　れは　／CVC／Patternの例外と劉るべきであろうか？　｛然らざればenclit至cなanameとan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．aimとは同一のsequenceの場であるから共にノA・n6ym／とならなければならないことにな
　　　　　る．勿論diachroni（lueにはnewtくan　ewt，　apron＜anapronの様な1列もあるし，現在でも
　　　　　子供は林檎をanappleと考えている様な例も報音されているし，又そうでなくともfind　itが
　　　　　　　　　　　　　／f6y11・dit／となるようなNavarro　Tom6sの所謂‘‘phonetic　syl正able”も存在するわけであ
　　　　　るが，こNではphonemic　syllableを問題にして，一感staticに槻察しているわけであるから，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　同一のsy1labication　e’持つことは不都合である．從つて前者は／A・n6ym／，後者は／An・6ym／
　　　　　となるべきである．phoneticallyにはこの種の現象に開しては，　Sweetの有名な強勢開始勲説
　　　　　　（Primer，§156），既述せるStetsonのtempo説，　Grammontのtension詮，　Sieversの
　　　　　Druck詮及び大西氏の弱子音説（op．　cit．，　P．117）等々あるが，　phonemicallyにはどうであ
　　　　　ろうか？Pikeは極めてpracticallyに，混理窟をとねずfrankにwordとV・うことで片附け
　　　　　た方がよV、ではなV、かと皮肉を言つてV、る（Phonemics，　p．91）が，この態度はHocket等に
　　　　　よつて勿論反駁されている　（Two　Fundamental　problems　in　Phonemics，　Studies　hl　Lin－
　　　　　gulstics，7．2，　P．31）．米閲ではこんな場含普通に行はれている解決は‘‘juncture”なるpho－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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nemeを設定することによつてV・る・junctureとはTrnka等が“suture”として示している
のと一寸似た所もあるが，Trnkaの場合は，　layer，　prayerを／1er／及び／16y　・Ar／，／prer！
及び／pr6y・Ar／，叉hire／hayr／とhigher／hdy・∧r！としてレ・るが如きもので（A　phono－
10gical　Analysis　of　P－day　Standard　E・，　PP・12－一一K），全く一緒ではなし・．　（私は最後の例は
雨方とも／hdy・Ar／とすることは第1部に於て述べた．）Bloch等に從えぱ，とれはSUpra－
segmental　phonemeの一種で，　utteranceの中で主としてpauseの前後に於て，特徴のある
allophone其他の現象が生ずるが，そのfeatureの源になるphonemeがopen　junctureで
ある・．そのfeatureが現はれぬ場合はclose　juntureのphonemeが存在することになる．そ
してopen　junctUreはpauseの前後に1現はれる場合（即ち所謂「阜語」であるfree－formを
示す場合）と，際立つたpauseがなくともutteranceの丙部に同様な特徴を示して現はれる
場合（即ち所謂「複合語」であるc◎mpound－formを示す場合）とがある．前者はexternal
open．　juncture，後者はinternal　open　junctureである．　その表記は前者はsegmental
phoneme間にspaceを置き，後者はhyphenを以て示す．　close　junctureは表記しないζ
とによつて示すわけである．例示すれぱ，This　is　nitrate／δ1s　iz　ndyt沁yt1，　This　is　night－
rate／6is　iz　ndyt－rもytノである　（Outline　of　Linguistic　Analysis，　p．47）．　これに從えば
・n・m・／A－n6ym／・・n・im／An－6ym／ということになつて鰯ぐがつくととvaなる・これ噸
く利用せられてレ・て，allophoneの差を一つに統一せんとするphonemicsの有力な一一つの原理
であり，syllabicationをsimplifyする武器でもある（Harris：Methods　in　Structurql
Linguistics，　pp．82，120）．然し私はこのjunctureに就て三つの恕の不審がある．一つは果し
てsupra－segmenta1であるかとV・うtとで，もしこれをphonemeとするならば，　segmental
と同一levelに置くべきではなv・かということである．その二は現象面で捉えるのには便利な
や）｝7」一ではあるが，説明のつかぬxが出る毎にとれを何等のphonemeに置き換える危瞼があ
りはしないかということである．この場合pauseのよって來る恨櫨は何庭にあるかは示されて
V・ない．　これではPikeの如く　morphemicsを援用してfree　torm及びcompound－form
の要素は切り離せるというのと同じである（尤もこれは極端な言V・方で，元來はmorphemics
をenterさせぬ爲に音聲面から加えた操作であるのであるが，それにしてもである）．第三に
openとかcloseとかexterna1とかinternalとか複離麟左域を持ち出すことは，形式論理を
充足させはするが，本質的な解明には饒り役立たなV・のではなV・かということである．それでは，
他に何か方法があるかと反間されるわけであるが，私は前に述べたSyllableのstructural
pattemである　／CVCノを今一度よく考えてみたいと思うのである．こめ型が決して思V・つき
のものでなくて，solidなdataの上に立つ基本形であるとするならば，これに準擦してstruc－
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tUreを解繹すべきである．こNで，前にpattern表からの結論の第一で述べた「1essなcom－
binati・nは何かそれを補うべき要素が存在する」ことが営然考えられなければならなV・．勘ち
桓kやarmの場合は母言に先行すべき／C／がないのではなくて形を壁えて存在しているので
ある．具依的にー言えば，「無い」のではなく「無」があるのである．部ちpositive！yに「零」が
存在するのである．これを便宜上わかり易く／○／で以て表記することにする．そして，この
phenemeはconsonant．のsegmental　phonemeの一種であると考えたい．それではnon－
overlappingの原則に背弛するのではなV・かとの疑問も生するが，弱勢の／A／が，各母音の褒形
として具現するととのある現象に闘係なく，一つの濁立した母音として定立されて，alternation
となる如く，10／が各子音と猫立に存在して，alternationが存在すると解繹して差支ない．從
　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆＼　　　　　　　A
つてaname／A・n6ym／，　an　aim／An・06ym／である．　（night－rateは／ndyt」reytノ，
　　　　　　　　　　　　　　
nitrateは／n6y・treyt／にすぎなV・．）このことは或る人々にとつては読辮と考えられるも
しれぬがとれによつてBlochが示した如き　open　junctureのfeature　は　／○／の存在に
よつて生すると，より根源的に，そしてよりに詮明的に記遠することが可能となる．このzero
phonemeの定立は服部博士の諸論文に見えるもので，私としてもこれからhintを得たことを
記して感謝の意を表するわけであるが，上蓮のprocessは全く私の責任であることは渓まらな
くてはならなv・．叉同博士は，これを総ての：音節に適用してhittingは／hft　eOiがとして陸痔
にambiSyl1ab1icな聞題をも解．決されるのであるが，私は後で蓮べるように，稽異つた解灘をす
るものである．このzeroなる概念はPikeもBlochも1－lalpernも皆反封しているのである
が，私は極めて現奨的で且つ有力なものであると信ずる．
　次に主要なphonemicistsの見解と卑見を比較して示してみることは興味があろう・
1　上≧2i三已≡上竺竺劉三司
ぱ｛　　1　　1
遮｝fcvc／｝一竺斗一竺一L竺こ一
　　　巴L／CVC・L竺L［竺＿一．竺㌧
　は㌫　l　　　　l　　　　l　へ　　　　＾
檬L竺斗≡一↓」竺∵鰍竺一
曄　　1CVCC／いCVC川／CVCC／　／CVCC1
（E）分節原理　　前項（D）によつて／CVC！が成節のpatternであることが明らかになつ
たと恩はれるが，2音節以上のものを分ける場合，例えば（C）で述べたcopyやeXP「ession
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の場合などは如何にSyilabicatiopを行うかとV・うことが残つた問題である．（これは籔務に於
ける必要性と闘蓮を持つが，word　diviSiOllはspellingによる制約があり，叉凝昔のみでなく
語源の意識が強く働くので若干事情が異るととは承知しなければならぬけれども〔Webster巻
頭解設参照〕，これから蓮べることは原理的に参考になるのではなV・かと思う．）卸ちtroubleは
medial　combinationにあるのである。（D）で述べたpatternによつて，　initia1とfina1の
構造が明らかになつたが，この二つがcombineしてmedial　combinationが成立する．　utter－
ance全依に就てこれをみるとその可能性は査際上は老大なものとなる．例えばworked　through
の如く／－rktθr－一／とV・う場合もある．（既出のWallaceの論文ではこの間題が取扱はれ，一般口
語に於て5，362のcombinationを皐げてV・る．）然し本稿ではsyllableを阜位とするsequence
の場（剖ちwoyd）に限定しているので，上例の如き場合は除外する．原理を列皐してみると，
medial　combinationはfina1十initia1で，それ以外ではない（原理1）．このととは自明のこと
であろうが，極めて重要なことで，分節する場合（D）に示されたinitial及finalの型以外に
は分けられないのである．例示すれぱ，expressionやEnglishの場合，／－kspr－／は①／－k・
spr－／②／－ks・pr／の可能性はあるが／ksp・r－／や／一・kspr－／ということはあり得なV・し，叉
／－p（g）1－一／は決して／－D（g）1・一／や／一’g（g）1－／にはならないのであるから當然／－D・（g）1－1　．となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より他に解決出來なV、のである．剖ち機械的にconvert／kAnev∫rt／， subs靴ance／s．｛b；stAns／
等の如くになる・次に・然らばexpressi・nの場合は二つの可能｛生がある（前述せる如く・J・nes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は／－ks・pr－／とし，　Kenyonは／－k・spr－／としてV・る）のであるが，どちらがこの方言に於て
優勢であるかといえぱ後者であるのは如何なる理由であるか，ということになる．　これは，
medial　combhnationに於てはf｛na1よりもinitialの型が陸先するという傾向による．（原理2）
これは昔節を始めるには節化作用の本質から，restric舵d　soundである子音を以てなるべくはつ
きりした匝切りをつけた．V・からであろう・從つてconstructionは」　一・　lls・tr－／の可能性を否定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
してfk△ll・str云k・∫An／となる．　同様に，　hundredもノh∫n。dred1となつて／－nd・r－／・を否定
するのである。（stressのある音箇はinitia1には出來るだけ多くの子音を取るが，　fina1には
原理1に矛盾しない限り最小限一つの子音をとれば充足される．）それではcopyの如き場合は
如何i’c　iXるのであろうか？　de　Saussureは＞iくを示したが，‘‘des　6王6ments　diff〈・rentiels，
saillants　pour　l’oreil　et　capable　de　sevir　義　une　d（≦1iniitation　des　unit6s　acoustique
dans　la　chahne　par16e”（Cours，　p．83）としているのはPassyも例示してV・るようにarni
とかcadeauの如く佛語に適用出來ても英語には袋當しない．　copyの／p／は羅畳的にも爾昔
節に跨がるのである．然しこNで私はSweetが‘‘dose，　open　stress”と呼び（Pτimer，§159），
Jespersonが“fester，　loser　Anschlussと繕した（Lehrbuch，　P・202）現象を考慮に入れて，
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／p／が爾方に引つ張られていても，stressのかNつている晋節により強く結ばれてV、るが故に，、
pho1｝emic　syilableとしては／k6p・iノとすべきであると考える．との場合stressとは便宜的
に言ったまでLStrong　Taseme！t／及びMedial　Taseme／’／の繭者のみをさす（stress
に就ては8に於て詳蓮する）．StrongとMedia1とが績く場合は勿論strongが優先する．．・
剖ち／CVC／patternにより，　ambisyllabic　soundはstressのある書節に閤するのである
（原理3）．從つてbutter，　hitt2ngは夫々／b∫t・Ar／，／hft・iDノどなる．そとで，易馨勢の菅節は
可能な限りに於て基本形／CVC／を取るのではあるが，必ずしもこのpatternを充足しないこ
とがあるということになる（原理4）．部ち①／CVC／の他に②／CV／◎／VC／④／V／の四つの
型が生ずるのである．①は一慮別として，②から④は欠如した姿であるから，これは前遣の「less
なるcombination」の場合である．それではこの欠如を補うものがなくてはならない．それは
Weak　Taseme／1が存在するからに他ならなV・．然しこの場合更に突込んでみると，懸じく
stressの欠如が存在するのに何故4つの型が生ずるかという疑問が起ると思う．服部氏が弱言
飾にもzero　phonemeを適用してcopyを／k6P・OiO／の如く解繹してV・るのはこの忽であ
つて，／CVC／pattemに例外なく蚕部が参加出來るような操作である．勿論これは一つの方法
である．然し私は何かしら，そこに作爲を感ナるのである．第一にtasemesの蒸差という屡然
たる音聾環境の差異があることに燭れていなV、．第こ二に強音節と弱青節に具現する燈欝のse翫
mental　phonemeの差異（例えば／ee／は後者には現はれるととがない）にも溺れてV、なkv’t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．71参照）．更に第三に，disarmの如き場合／d｝s・Odrm／の／○／は或る種の　pause
（少ともpotentiallyに）が存在するが，・hittingの／hit！と／ig／の間には萱際欝］題として
pauseは存在し得ない．斯様に，元來この二つq）青節は成立の條件が等しくはないのである．
從つて無理にProcrustean　bedにつかせる必要はなV・と考えられるのである．①の場禽は本
然の姿を賢現したもので，前に「possibilityの限：界」という表現を用いたが，そこまではいつ
れのSyllableの梼造も稜展し得るとV・うpotentialityの存在を意味するわけであり，lntensity
の欠如によつてそれが阻まれなけれぱならぬ理由はない．であるから，條件が許す限り弱審箇
と難も！CVOを窒現するのである．②から④の3型はd6foma6されているのであるが，
無色の零機能の燈V・手であるWeek　Tasemeの存在がそれを可能にしていると親るべきである．
そしてこの3型の相違は蚕く偶褒的な音聾環境に支配されるものである．　剖ち，ambisyllabic
c◎nsonantを挾んでは，之を張音節に取られる爲Vは前叉は後或は前後にCがない場合が生
ずる．（即ちこの場合／C／は所謂くsate11ite＞である．）例えばcopy／k（kp・i／（ノVノ），　cottage
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／k6t・ij／（／VC／），　depart／di　e　pdrt／（／CV／）となる．　伺弱音節が績く場機・は原理2によ
｛li　initial雀先で，　territOriality／ter・i・tδr・i・ぷ・i・ty，　Supernaturalism　fsixw・pAr・
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n痴c’A・rA・liz　“　Arn／の如くにな石剖ちノCV・CV／「型となるわけであるけれどもMedial
Tasemeが存在するから（ζ二れが／CVC／となることは既述）幾つも、ノCV／が演くことにはなら
ない．更に，補足的に特に述べておくべきことがある．その一・つはgerninationとなる所謂
long　consonantは二つのphonemeにsegmentation．を行う（原理5）ことである．典型的
な例はbpok　case〔b6k：さis〕1bitk・kもys／である・bedtime〔b6t：剖m〕のxfmき場合は勿論
positional　actualizationである故ノb6d・tdym1となる（Swadesh：The　Phonemic垣ter－
pretation　of　Lo1｝g　Consonants・Lang・・13・1・PP・1－－10）・　今一’つは・前季易pattern表（Il）
a）に見られる／A十1，m，　n／の型及び／A十rノの型は強勢ある母音に績かれぬ限り／VC／の型
を崩さない（原理6）ということである．とれは其等の型はph◎nemeのtamberから緊密な
結合が生れてV・るからであつて，phOneticallyにはむしろ一音としてsyllabic　consonant及
r－colored　vowe1の範鴫に入れてhる位である．　從つてgeneralノ踏n・Ar・A1／，　national
／ni　s・All・Al／（syncompateして／1ユ絶∫・n・xl！となるとともある），　customer／k∫s・tAm．Ar／，
jeweler／j（iw◆Al・Ar／の如くになる．最後にも一・つ述べておきたV、ことは，前にzero　phGneme
／○／にBloch等の所謂junctureの特徴の根援を求めて，　disownを／dis・06wn／としたの
であるが，一慮これでわかつたようであつて，よく考えてみるとまだ繹然としないものがあるこ
とである．例えばdissocialは／di　・　s6w・∫A1／となる．勘ち共にノdis6w－／となつてい
るのに／s／が前者では第1音節につき，後者では第2音節につhている．／○／があるのかない
のか，どうして見分けるかとV・うことである．勿論mOrphemicsを援用すれば忽ち解．決するが，
それを除外して音聾面からのみ槻察すると，3つの規準があると思う．eg－一一一はownはutterance
の中で凋立した阜位として磯音される事責があるに封し，後者ではsocialがその軍位である
ととである．第二は從つてdisownはそのsequenceに於てdisとownとの間にpossible
pauseがあるに封し，　dissocia1は　dissと　ocia1に分れることはなV・．　第三に前者は後者に
此べ，dis一にかなり張務がかkつてレ、る．これは勿論！’／ではなV・が，！／ではなくて，／ソの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜
categoryには入り得るallophonlc　stressである．後者は／d1s－／より／dAs－／に表記しても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差支えない位である．然りとすれば／dis・06wnノと／dA・s6w・∫Al／とV・うことになる．この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享は，mistakeがとれまで述べた原理によれば／mi・st6yt！となるべくしてならず，1mis・t6yk／
であるのは賢は／mls・t6yk／であることを示すものである．この論擦としてはKenyon－Knott
　　　　　　　　　　　　　　　　　の餅典でもA．C、 D．でも／mA’・st6yk／という形をも記載している事魔を畢げておきたい．
　以上によつて，syl正ableの構蓬，及びそれに原由するsyllabicatiOnの原理を不充分ながら・述
べたつもりである．言語の現象面は複雑なものであるが，essentialな要素に分析しそれをsys－－
tematjzeする時は，案外なi’egulari＃yが褒見されるのであ窮それが一般に捕捉し難いとされ
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．るSprachgefUh1を解く鍵となるのではなV・かと考えられるのである．本稿では専ら音聲面を
取り扱つているのであるが，文法薄造に就ても同様なことが言はれ得る筈である．兎もあれ，SO
mUch　for　the　syllableとして，吹に以上の救述の中で重要な因子となつてV・たstress　・を中
心とする問題に取りかNることにする．
8　Supra・segme酷al　Phoneme“　元來phonemeとは，その本質を如何に解繹する
か（第1部4参照）は別として，phone（阜音）の問題である．然しとの「音素」なる概念を振
大して阜昔的な豊llちsegmenta1なものに封してexponentialな，それにsuperimposeされ
る要素にまで適用する解謬が主として米國のphonemicistsによつて賢行されてレ・る．　そこで
これをsuPra－segmental　Phonemeと稻するのである．既に蓮べた如く，Bioch等は之を
juncture　phonemeとprosodic　phonemeとしたわけであるが，其の他にもrhythmとか
intonatior1とかの面からもsupra－segmental　phonemeが考えられなV・こともない．然し果　　　．
してそこまで鑛大していつてよいものかどうかという問題も當然幽て來る．ことはしかく簡阜で
はないのである．然し差し営つては，supra－segmenta．　I　phonemeなるものが，果して滋念の不
當周延であるかどうかとV・うことに就ては個々のcaseで舷詞’することにして，一熔如何なるも
と）をそれに掲せしめるかを考えてみることにしよう．この場合私は「場」の規定によつて宍依二
つに分けることが出來ると思う．「湯」（｛ield）とは「ある仕事が働く謹面」であつて，これを
限定しなけれぱ現象は可遜性を帯び封象を掴むことが出來ないからである．本稿ではそれを
syllableを阜位とする最大のsequenceの場，換言すればutteranceの中で前後／とpauseが
生じ得る最小の場一翻ち大体に於てmorphemicsで謂うfree－form（＝word）の場に於け
るものを考察することにしたい．そしてこの場に妥當するものを‘‘prosodeme”，この場の外に
出るものを‘‘utteranceme”と呼ゑ：．（後者はsound以外の要素が介入し複雑な繕成になb，且つ
果してphonemeとして定立出來るや否やは問題になるが，これ等に闘しては改めて第3部で取り
扱う∂私のschemeの大体を表示してみると原則的には亥の］fRくになる．
　　　　　　1・－1｛蕊蕊1＿一。，、
当一⇒㌫竃鞠灘難
　Segmental　phonemeより戌る直線的なsy11ableにsuperimpose・されるprosodemeは
縦にsyllableに交錯するわけであるが，この位’置が「場」に於て意味を持つのであつて，爾者
の關係ぱfunctiona1（相函的）であるととに於てieq　－L　pianeに彩する．．爾之等のphonemeを
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定立するに営つて蓮べなくてはならないごとは，存在することはそれ自体では意味はないのであ
つて，吾人の問題とするところは，言語という一つのsystemの全体稲（totality）に於V・て
機能を褒揮する相封性（基本的にはcontrast）なのである．　sclentific　existenceとは，物理的
（physi6aDであるか，虚構的（fictiona1）°ChあるかとV、うことを超えた，真相的（facttia1）な
相圏性の体系であり得ることを吾人は考えておく必要がある．
（A）Prosodeme　　凡そ音聾なるものを考察の封象とした場合・第一には　そのquality部
ちtamberが問題となるが，波形とかovertone－structureとかFormantとかに蘭しては
Phonemicsではtouchせず，とれをsyllableのstructUreからvowe1と　consonantの
segmental　phonemeとして定立したのである．そしてその笈現としてsyllableなる阜位が考
えられるのであるが，それに闘してもstructural　pattemを中心にして解明を試みたのであつ
た．その際junctureなるものを否定したので，とムではそれに就てはもはや考察の必要はない．
そとで残つたものは「長さ」と「高さ」と「強さ」の問題である．その内容と場に於ける撰榛に
就ては，後で順亥に述べるが，兎に角この三者は現宴の昔には必ず附随する麗性である．之等を
総稔してprosodeme（樂素）と名づける．　図ちprosodic　phonemeというわけであるが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クphosodyという語はπρoaa）δiα〉πρ6ぐ（to）十ωδη（song）から來たもので，結局は歌の韻律
を意味したものであつた．因みにaccentはごのギウシヤ語を文字通リラテン課したもので
accentusくad十cahtusである．所が，「長さ」の方は所謂proSodyに於て僅統的に問題にさ
れ，accentは主に「高さ」を問題にすることになつたのであつたが，「高さ」は亥第に「強さ」
に位置を取つて代はられるようになつた．　そこでaccentにmusical　accent部ちpitchと
dynamic　accent邸ちstressの雨者を綜合させることが通常行はれている．斯様な吹第である
からprosodemeとV、うことでこの三者を含めるのである．本來はこの三者はphysica重lyにみ
れぱ別個のもので，原則として「長さ」は阜位時間の倍激，「高さ3は振動救，「強さ」は振幅に
夫々簡係するのであるが，宜際の青整ではとの三者が同時に融合した貌で現はれる．嚴密に言え
ば，吾人の知畳に於ては三者は藪學的には必ポしも解決出來ない効果を持つて現はれくる．例え
ば高さと強さとの比率は音の大きさの知礎1と複難な關係を生ずることは登験的に報告されてV、
る．吾人の立場はそれをlinguist豆c　factsとしてのみ圏象とするのである．縦つて∫onesめ
promlnence読やPikeのcontour説（The　Intonation　of　American　English）が成立す
るのである．Michigan大學のThe　English　Language　Ins　tituteで出しているFries主幹
の敦科書‘‘1．essons　in　Pronunciation”でemphasized　sy工lableは‘‘長くて．強くて，高い”
ということを述べているのは，その意味では（少くも米國英語では）箕用的でもある．たCこの
現象を科圏的に研究する場合，何虚にrelavancyを求めるかC問題である．
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　　　　　　　こNで，最初にのべた；斯くの如きProsOdic　elementsを一Ph◎nelmeどして定立することの
　　　　　　可能性叉は妥雷性に就て考えてみよう．　Haugen　は’‘‘Phoneine　or　Prosodeme　？”（Lang．，
　　　　　・25．3；PP．273－232）の中で次の如．く言う；　「phonemeなるtermは箪．に‘‘distinctive”とい
　　　　　　う意味で飴りに安易に濫用されているのではないか？phoneme　1’k”‘‘successive”なものに限る
　　　　　　べきであつて，Blochが“the　order　of　phopemes　is　either　successive　or　simqlltanbous”
　　　　　　と述べているのは訂正を要する・prosodemesの内容となつているものはone－dimenSi◇nalな
　　　　　、time（1i”gui・tically馳ph…micall・には・yl！abl・）○’猿盤に於て罐しなW徽
　　　　　　らない」　同様な趣旨は，少し立場は葵るが，Jonesも“Chronemes　and　Tonemes”（Acta
　　　　　、1・inguisti9・・41・PP・1－7）で蓮べている・・豊陀「例えば1・ngthなりpit・hなるものは轡
　　　　　　な紬四つて籏さ協もの「（i’・・勿縮「・卿g閲能で訪としても・励蹄綱雄法
　　　　　　であつて，純蒋な意味に於けるphonemeの概念と一致しなv・」．　Mそtrtinetは“P！ユonology　as
　　　　　Ful／cti・nal　Ph・netics”　（P・10）でph・nemeを取扱うカミphonemicsならt・ne瀦ξうのi⊆
　　　　　　｛5：，別にtonemiCSなるものをつくらねばならなV・と言う．　其他色夜の譲論もあるわけである
　　　　　が・抵ゆ艮遮｛文segm・nt・1　ph・nem・は・・und　Q存在晒であるq・alityを扱うの｝磯し
　　　　　　て・Pξosodic　elepaentはその蝿性であるから同一に論ぜられなレ・・とV・うことにある・然し，蕊性
　　　　　　は本休でなく影であるかもしれないが，影も亦存在しているものである．然りとすれぱ，これ乞
　　　　　　何等かの方法で整理しなくてはならなV、．梼造言語學の立場は，、言語は一・つのsystemである
　　　　　　とし，それをstructural　unitに分析し，そのCombinatlonのpatternを筏見し，各layer
　　　　　　を綜合しregularな体系を整えるものである以上，田性も構造的箪f立と認められ，叉その定立が
　　　　　第1部で蓮べたようなcriteriaによつて減立し得るならば，それはdimensionを愛じた］X：界に
　　　　　於てphonemeとして取扱つてよいと考えられる．　Haugenの如く同一timillgに於ける　　　　　．
　　　　　energyの量としてstressを見てもよV・が，そのenergyの吐け口を叉何庭かに求める必要が
　　　　　　あろう．Jonesは現象に於ける相斐］1性に難鮎を見たのであるが，むしろその現象繭を規定する欄
　　　　　麹性を考えなければ，actualization以上部ちphoneticsの領域以外には出られぬのではなかろ
　　　．　　うか？segmental　phonemeのtamberもstressなどによるTelativityからfreeなわ1ナで
　　　　　はないと逆に考えることも出來る筈である．各言語青とも上記三種の展性を持たぬものはないが，
　　　　　structUral　unitとなり得るものが，その何れであるかは各言語によつて異り得ると1うに，
　　　　　㌶bit・a・i・essもありph・n・m・的債値の裏付けもある・現存する賓休は勿論c・ntinuumであ
“
　　　る脚ども繰・頒を行うことに一つの・pi・t・m・1・gical・ig・ifi・a・・eが認められよう；Pik・
　　　　　のint・n・ti・nばれは第3部に於て問題とする）の取扱遮・色々、雄ヒ判もあ砂・この意味
　　　　　ではかなり大薩なことをやつていて双練深いものを感ずる．この場●，co泣rastive及びc◎斑一
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P1・m・ntary（mutually・xdu・i・・）di・t・ibuti…やそのunpredi・t・bilityの原鯉よ描壇要
なものであろう．次にとの三種のelementsに就て個別的に考察してみることにする．向言V・忘
れたが，之等は主としてvowelに於て蜜現する要素である．子葺に就ても考えられるとともあ
るが，これは問題にする程のものではない．
（1）Length　これ腐音の長説Pちtimin9の問題である．この場合二つのも鋤湾え
られる．一っは〔：〕で表はされる阜音の長さであり，今一つはsequenceに於ける「rk　」（間）
の長さである．前者は所謂“chr皿eme”であり，後者は“mora”として考えられる．前者に就
て言えば，笈験音難慰によつて示されている物理的な長さ（例えば同一母音の有聲，無聲子音の
前に於ける長さ）は勿論偶褒的なもので封象にはならなV・から，regularなものに就て考察しな
ければならない．第1部でsegmental　phonemeの分析を行つた際，私は必ずしもqua1ity－’・
瓢張で庭理しなかつたのであるが，結局はquantityの問題はqua1ityに還元することが可能
であるとの結論を得たのであつた．部ちこのlangueに於ては〔：〕は構遙阜的にrelevantで
はなV・のである．例えば〔i：〕＝＝　！iy！，〔u：〕＝’＝／uw／，〔3：〕＝・t／o∋！である．　Jonesが〔ee）と
〔a〕を／o／と／a：／で解繹し（The　Phoneme，　p．168），叉1eaf：1eave，　seat：seed，　loose：
ioseの予音の差を／：／の有無で’蔽別するととを説いてV・る（lbid．，　p．53）ことに就ては今更こ
Nで改めて論議する要はないと思はれる．旬mora（例えば，日本語に於ける促晋が一昔節とし
ての阜位的債値を持っようなこと）はrhythmの問題であつて，今こLで取扱つてV、る「ew．　A　f’C
於てはprosodemeとして問題にするととは［1］來ない（famous／琵ym△s／l　infamous／inf△mAs／
等も第3部）．從って，1engthに就ては本稿では考慮しなくてもよいとV・うことになる．
　（II）Pitch　♂とれは話昔の高さ自Pち物理的にはfrequenCyの問題である・　この場合も二
つのものが考えられる．師ち‘‘toneme”と‘‘intoneme”である．前者はSyllable相互間に見
られる高低であつて，Pikeに從うならば（Tone　Languages，　pp．4－l！），これに“register－
type”（level　pitchのあるものでMazateco〔米印語〕など）と“contour－type（91iding
pitchのあるもので，中國語の多くの方言‘はこれに魏する）とある．　MartinetはごれをPunc－
ttial及びMel◎dicと呼んでいる（op．　cit．，　P．14）．　N本語の場合は，大休前者の型であろうが，
「言語高アクセント」とされ，從來から二段詮，三段設などがあ｝），Blochの分析（Studies　in
Colloquial　Japanese　II，　Lang．，22，　pp．．？．03－一一一204）では二段の様であるが，服榔氏は，本質的
には「アクセント核」の問題としている（晋聾皐，p．193）．このtonemeなるものが，この言語
にあるかを反省してみれば，該當するものがなV・ことは明白であろう．尤もそのように簡翠には
劉り切れぬかもしれない．例えばJonesの所謂prominenceでは籔験の結果により，pitchが
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賢は重要な要素であると『言う（特にThe　Phoneme，　PP．τ46－151）・3ζPikeも同じく　stress
とpitchとではpitchが断然重要であることを蓮べている（The　Intonation　of　A．　E．，　P．7）．
然しこれは現象函から見た場合であつて（然もその全部ではない〉，その基底となるものから出
褒していない．例えば高さと強さでは吾人の知魔の反懸度が随分異つていることは夙に賓験によ
つて明らかにされているのであり，又との二つ或は長さも参加して潭然として一つの効果を褒揮
することも事蜜である．前に蓮べた「emphasized　syllableカミ長く，強く，高ib　」とV・う原則は
この意味で一首肯されることがある．然しこの場合よく注意するならばpitchとv・つてもtoneme
を意味していないのであつて，賓はヨntonationをその中に入れて論じているのである．警戒す
べきことはこ入に扱う「場」とutterance全依が一致してV、る場合（例えばone　word　sen一
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tenceの様な場合）で，これは峻別しなけれぱならなV・．こSで限定している「場」に於て
rhythm，　emphasis，　intonationが存在しなレ・のではなV・．別のPlaneに罰する要素が現象齎
でダブつて現はれていると解繹するのである．これは前項のmoraの場合も同様である・into－－
nationの要素分析によるintonemeは本稿に於ける「場」の規定によr）prosodemeとしな
いわけであるから當然こ㌧では取扱はない．從つて，pitc｝1も亦relevanCyがなし、ということに
なる．
　（III）Force　　最後に残つたのは弓鍵，9Pち物理的vaはintensityの闘題である・音の
「大きさ」　（loudness）　は知魔上の言葉である．（loudnessとilltellSityは査く同一一ではない
が普通の場合大体一致する，）　この場合も二つのものが考えられるが，こLで問題になるのは
stressのphoneme部ちtaseme＜τiXσeg（tension）であつて，　ColemanやArmstron9－Ward
が詮レ・たemphasis（contrast及び2ntensity）はutteranceの場の内容である．　stressは
英語に於ては中國語のt”one，日本語のaccentと同様な梼造上の債値を持つものと’考えられる．
ぱ1）で蓮べたpitchによつて現象的に代表されるが如き事衰は無硯掲來ないし叉Pikeのよ
うに，逆にpitchからstressを規定する（The　lntonation　of　A．　E．）立場も生れるのである
が，どちらが本質的に規定性を持つかに就ては種々の根櫨によつてstressがその主人であると
するのが妥當であると思う．例えばPikeのIntonatio1詰舵R．　S．　Wells（Review：Pike’s
lntonation，　Lang．，23．3，　pp．255－273）やEli　Fischer－」φrgensen（K．　L　Pike’s　Analysis
of　American　Iotonation，　Lingua，2．1，　pp．3－13）は叩いて，要するにintonation　contour
はstress－groupによると述べている．音の強さと音の高さとの吾人の側に於ける認識能力はそ
の程度に於て張さに封する方が著しく低いことは紛れもない享変であるどとを考えるならば，
pitchがintensityの表示として有効であることは充分首肯されるのであるし，∫onesのpromi－
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11ellce詮の蕨立根糠もあるわけであるが，’それはstressが存在づ一ることから生する現象．であつ
　て，因と果とはreverse出來ぬ筈である．即ち張さをe1加inateして嵩さを残すことは出來な
：bのである．更にtOneがなV、のであるから（topeのある言語でも勿論無閤係ではないが）
　pitchはsituationによつてその位置が動くのである（例えば‘‘fountain！t”と‘‘fountain　？”）
　ことを考えるとこの閤係は自つと明らかであろう．元來accentual　systemとしては，一つの
　1angueが二つ以上の要素の休系を持っことがなレ・ととはTrager（The　Theory　of　AccentuaI
System，　P．144）あたりも指摘している蓮りである．　Martinetによれば勿論英語はstressに
　よるaccentual　languageであつて，　non－accentual　languageに封している（op．　cit．，　p．12）．
要するに，本稿ではprosodemeとしては，　tasemeなるものを，そしてそれのみを，　relevantと
認めざるを得ないというととになる．そこで，とれに就て更に調べてみるととにしたV・．
　a）Tasemeの機能　　tasemeの存在を立讃するには種々の方注があるが，そのdistribu－－
tionによつて生する働きを具依的に例示することが最も効果的であろう．先づ（1）segmental
phonemeが全く同じものを畢げてみると，：∫onesが純粋な意味では殆ど唯一の例ではなレ、かと
いうものにbelow！bi16w／：be1low／bf正bw／がある．同様な意味でAugust／6egAst／：au－
gust／begt（st／を皐げてもよV・であろう．叉morphemicallyにrelate　しているものでは
import／｛mpOrt（n．）：imp6rt（v．）／の如き例のあることは周知の通りである．之等はcon－
trastをなすdistributionであり．　mutua］．ly　exclusive　e（從つてcomPlementary）なdis－
、tributionであり，Prague派の所謂「意味的示差」機能を示すものであると考えられる．ところ
で，こkで考えねばならぬ重大なことがあると思、うのである．部ち上に示した如き，兎にも角に
　もsegmental　phonemeカさ全く同じでcontrastをなす例は，奨は限られた救しか存在しなV・
のであつて（この事は多くの顕者が既に指摘しているし，叉Pikeはcontrastでtasemeの存
在を知ることは出來ないからintonationによるべきだと設くのであるが）普通に言はれてV・る
stressによる語義の匿別は次の（2）のcategoryに屑するものが多いの電あるし・叉（2）の意
味に於てもcontrastをなすものがない場合も少くないのである．例えばgrammer／gr邑mAr／
に封しては比較の墾橡になるものは存在しない（grammarianは（3）に罵する）．然りとすれ
ぱ｝嚴密な意味でのcontrastは少級の例外を除いては英語に於てはなV、のではないかとV、うと
とになる．然し私はそれにも不拘contrastがtasemeの最も重要な機能であると思うのであ
る．こNで思い出すのはwrong　placeにstressを澄V・た稜音を聞くと，假に相手の言う意味
が察せられるとしても，native　speakerにとつてはextremely　confusingであるとPikeが
逃べてV・る事室である．私はこのことから「あるべき場所にない」ことは「あるべき場所にある」
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こと遮ナ照すると考える．卸ちpocket／p6kit／tま，それ以外の形では存在しないことに於て
zero－formにco就raもtをなすわけである．從つて比較の劉象は常に存在してV・るのであり’，それ
が其体的であるか否かであるにすぎない．吹に（2）として考えられるのは，export／6ksp6rt．（n）：
iksp6rt（v．）　／，　lnvalidfinvfもlid（not　valid）：invA1id（sick）　ノ，　conjure／kKnj△r（jug91e）：
kAnj（n‘　（lmplore）　／　alternate　／6eltArneyt　（v．）　：　／（～eltAnit（adj．）　／　content　／kAnt6nt
（satisfaction）：kdn注nt（「what三s　contained）／等々である．これは賢はsegmental　pho－
nemeそのものが異るのであつて，所謂contrastではないt故にalternateの如き場合は，fli／
と／ey／との差で副強勢’の問題ではなV・とする一派がある．然し私はsegmental　phonemeと
tasemeとの間には，前述せる如くfunctional　re正ationがあると思うのである，　i‘co就ent”の
ノ6／とノA／の關係などは勿論al1ophoneではなく（然りとすれぱoverlappin9となる）叉
altemationでもなV・（同…語義ではない故◎のであつて，各濁立のsegmental　phonemeが
具現してV・るに過ぎないのである．たy“こLに見られる事籔はtasemeの種類（後遠）にまつ
て，例えば／ee／などが現はれる場合と現はれない場合とがあるということを示すことに注意を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　「
惹きたV・のである．即ちvowe1のphonemeの種類はtasemeによつて，叉vice　vers　aに，
規定されることがあるとbうことである．（旬consonantもVerner’s　Law其他の遮用を受け
てexert：exerciseの如きconditioningを受けることもある．）序でにごLでvowe1とtaselpe
のfunctional　relation．を纏めて示すと，／’／及び／’／は七つのすべての母昔が取夢得るがジ
／Zを取るととの出來るの’は箪猫の場合highの／i，　u／及びcentral　midの／Af！（灘ち諒醤
energyにを多く要さぬ上部逆三角形を梼成するー母音）のみで，他のm｛d〃e，　oノ及び10w《缶，
a／は取らないのであり，叉glideの子青との結合patternに於ては／／を取り得るのは《A∫・のみ
である．とのことは逆にvowe1のsegmental　phonemeからtasemeの種類と所在を推定す
ることの可能性を示すものである．（3）として滋べなければならぬことは，主張勢に麗して，
Jespersenが“Einheitdruc1ピ’（Lehrbuch，　P．216　ff．）と呼んだような事蛭の指摘である・　図
ちadmire／AdmdyAr／，　admirable庖dmArAbA1ノ，　admiration、癌dm△r6y∫An膓というよう
に，sy11ableのsequenceを自己統…体に纒め猫立化し個別化する作用である．從つてi　black
birdは／bl品k　bKrd！，　blackbirdは／b1品k砿rdノである．（尤もblack〔not　white〕birdの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク場合はノbl誕bλrd／となる可自旨性はあるが〔Pike：lnt・nati・n，　P。82〕，私はb垣k　b・｛rdノと
すべきであると考える．巴1］ちutteranceの問題である．）所謂compound－wordと　phrase
の相違は從來種々の人々が色々と詮明せんと試みてV・るが，他の場合と同じくborderline　case
があるわけで決定離｛なごとが言＾えないのであるけ2’しども，’結局の斯本孫〉の「場」の繕二聾爾からは，
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このUnity　streSSに依存するより他はなV・と思う．換言すれぱ，と人に規準としてV・る「場」
，は最張のtasemeによるsyllableのgroupingによつているわけで，前後にpauseが來得る
最小の「場」とV、うのもこの謂である・（fifteenの如き藪詞はeven　stressを有すると言はれ
るが，籔際はf・r・－st・ess叉は・nd－st・essのP・tt・mの何れカ・になる．）叉所謂n。un　ad－
junct（例えばEnglish　teacher）の場合はゾー’／であつてcompoud，ブ～1／であれぱ禦ミらざる
phraseと解繹担來るのではなかろうか？（爾Harrisの如く，get－upは／⊆’1であるがpitchによ
り高低となりcompoundとなるというような説〔Methods　in　S．　L，　p．33ユ〕は改めてutterance
の場で考えたい．）要するにsyllable　sequenceの・groupingの機能を最強のtasemeに見る
ことを指摘しておく次第である．（4）樹アのsyllab！eの所で蓮べた／CVC／patternの定塑
者として／ノ／及び／ソが考えられることも序でに蓮べて苦きたい．（5）申すまでもないが，今
まで述べたような機能を持たなV・distributionに現はれるtasemeも存在するが，亡れはze恒
機能の捲い手であると考えられる．
b）Tasemeの性格　　所謂accentual　systemとしてはtasemeもstatic（register）
tyPe乃至kinetic（contour）tyPe’の二つが考えられるわけであるが，（Trager：Accentual．
System，　pp．133－－134）英語に於ては勿論前者に属するものと考えられる．この顯に閤しては聞
題はないであろう．次に“fixed”か“free”かということがある（Grey：Foundations，　P．64）・
Gr．のπ6δα：πoδ69の様な場合はshiftが行はれるもので“free”であるが，英語のrh6toric：
rhet6rica1などは一見紛はしV・が，ごれは別のものであって，“fixed”のtypeに鋸するもので
ある．更にMartinetはCzechの如く常に最初の音節にstressが來たりTurkishの如く常
に最後の音節にstressが來るものを“bound”とし然らざるものを“free”というが（op・cit・，
P．12），この意味では英語は純phonemicallyには必≠しも機械的にstressのPlacementが
決定出來ないわけであるから“free”である．この雨者は別の立場からの分類であつて，本稿で
取扱うtanemeはfreeに各語にfixされるstaticなものであると言うことが出來る．
c）Tasemeの種類　　　「強さ」の程度は物理的には無限であり得るがその測定は音饗學的
にも困難な問題があり，吾人が必要とするのは知魔上の厄別である・Wundtがウズムに於ける
音の強まりの程度に三つの段階があり，これ以上は意識的に分化されないとしたことは有名な論
であるが，大休首肯される限界であろう．所で，この問題を取扱うのに①從來のprosodyでや
つてV・たようなstrong（二）とweak（×）の二種を劉照するもの②strong（primary（〔i．）j
half－strong（secondary）〔1〕の二つにstrongを分けて三段階とするもの③Jespersenが
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“Notes　on　Metre”で示レたようにstrong，　ha工f－strong，　half二weak，　weakの囚本建とする
もの④多数の段階を認めるもの（例えばimpenetrabilityを2375164とするが如き）の大依
四つのやり方が今まで行はれて來たと思、う．そこで，吹に上の各々に就て具体的に調べ最後に稔
討を加えて結論を出したレ・と翌、う．
・ 先づ④から始めると，とれは特殊な目的の爲に行う場合は別として，一般に妥営するとは考え
難い・繕造學的にどれだ肋樹康力泌るかも疑はしい・多くの場合これはutt・rance・equence
の問題であつて（例えばprosodyに於てはかなり多くのstressの段階を認めることが望ましい
場合がある），とれ・は本稿の「場」の将外である・二つの「場」　（syllable　sequenceとutterance
sequence．）は峻別しないと兎角混同される恐れがあるから注意を要する．衛こNで述べておき
たV・のはS．S．　Newmanの8種類を認める説である（On　the　Stress　System　of　Eng1ish，
Word，2．3，　pp．171－一・187）．彼のschemeを紹介するとA．　Expressive　Accent　L　Co11－
trastive（yellow　＝＝　not　white）　2．　Quantitative（16rge　・＝　very　large）　B．　Stress　Accent
1．Heavy　a．　Nuclear　Heavy（intonatiop＿の中心になるもの，例えば6nnual）b・Subordi－
Aate　Heavy（int◎nationの中で中心にならぬもの，例えば6nnual　rneeting）　2．　Mid沮e
a。　Full“Middle（open　junctureを持つもの，例えぼs油d6minant）　b．　Light　Middle
（close　junctureのあるもの，例えば，加al6gicaD　3．　Weak　a．　Sollorous　Weak（reducedに
ならぬもの，例えばanc6stral）b．　Pepet　Wealζ（reducedになるもの，例えばan610gy）k
いうことになる．A．は明らかにemphasisの問題であるから，とLでは営然除：外されるので，
蜜は6種類となるのであるが，綿密な分析であつて妥當と考えられる節も多い．然しながらre－
levancyがその線てにあるとは認め難いし，結局は三段詮に要約出來ると｛考えられる，亥は②の
4段詮であるが，∫espersonのものはpr◎soCyのものであるから除くとして，有力なph◎nemi－
cistsの代表者はBlochである．彼によれぱ（Outline　of　Lingustic　Analysis，　p．48），必褒に
して且つ充分なstressは10ud，　reduced　loud，　media1，　weak／6，＆，　d，αノの4種ある．溺示
すれぱm6vie遠ubit6rium，61ev泣or一δper泣or，　bl6cl｛－b2rd（c£b蟻clζbfrd），　alto鯖ther
（cf．含正l　tog6ther）の如くになる．　この場合間題となるのは／＾／と／「／の閤｛系であつて，そ
んなに簡阜に割り切れるものかどうか疑問がある．②の3段詮は從來より慣行のものである．
Bloomfieldはstressとして／“∴｝，．／を示してレ・る（Language，　pp．91－－92）が，／t’／
はemphasisであり，／．！はsyllabic　stressであるから，こNでは除外すると，／｛／とハノとで
結局primaryとsecondaryを詔めて3段となる．　Tragerは10ud，　quiet，　soft（unstressed
というnegative　termを用いない）の三希を認め，これ以上の画ljを立てるのは，別の翌素副
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ちquantityとかintonatiOnをsuperposeせるものであると断定する（Accentual　System，
pp．137，144）．前に述べたNewmanの説も結局はこの3段設を敷衛した．ものである．この3段
詮は極めて常識的であるが，それだけにcoverし得なV・斑象があるのではなレ・かとV・う懸念が
なくもない．最後の①は2段詮であるが，最も素朴な封照観であると同時に本質直槻的契機を孕
んでいるものである．Marti1ユetはsecondary　accentはchief　accentの位饅に依存するも
のであり，且つdifferentiating　functionがなV・と遣べ・ている（op．　cit．，　P．13）が假にこれが
事薮とするならば，・　secondary　stressをtasemeとして定立するstructural　meaningはな
いわけである．これに就ては後で1聞れるが，今一人2段詮を大上段に構えている闘將がある．こ
れこそThe　Intonation　of　American　Englishの著者Pikeであつて“彼の所説を聞くなら
ば先づ根本的にはstressはintonation　contour（抑揚曲線）を考えることによつて磁明せら
れるとv・うことである．そして，stressのphenomeはon正y　oneであるとする（Phonemics，
P．77）．尤もそのことは，その他にphoneme　of　Absence　of　Stressを認めている（lntona－
n4tion，82）とV・う・ことで，（emphatic　stressは一臆除タ｝されるから）結・局2段説となるので
あるが，この根擦としてはprimary　contoulrのbeginning　polntによつてのみ，　stressの存
在が立誼されるということを暴げている．　從つてsecondary　stressは無硯されてしまう．．、彼
によれぱB1・chの1＾／は／ノ／カ・／／かの納か1・・t・ることになる・卸ち，副醐は抑酬
線の頂敵には普通ならなV・こと（lbid・，　p・11，77－38），　separate．の如ぎ場合v・とadj．の差は
一 ateが／－it／とノeyt／のsegmental　．　phonemeの矛員違にすぎないこと（lbid．，　p．189），及び
主強勢以上のdegreeに於てcontrastを成立せしめる91がないこと（lbid．，　P．83）等に、よ｝P，
存在しないとされるのである．P元keは更に附け加えて，“Some　words　may　have　two　innate
stresses”（lbid．，　p．77）として，例えばhesitationが「L「1とレ・う二つの山のあるcon一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
tourを宴現する場合を考え，前の頂黒占をoptional　stress，後の頂黙をobligatory　stressの食
現とし・瀦はsupP「esSされて一「lth　‘1：なる治もある力迦゜nat’°11　YCよb　「e’St「esS
されるpotentia11tyを有する故にuns仕essedではなV・とV・うばbid．，　p．87）．以上がPikeの
所説の大要であるが，興味深い諸顯があるにしても，それだけ難鮎もあるように思う．
　最後に以上の諸詮を撤討して，私の結論を遠べることにしたい．先づ強くて（大きい）stress
が存在することはa）で述べた．機能からも否み得ない事蜜であるから，これを認めてstrongの
teseme／’／とする　（NewmanのSubordinate　Heavyはintonationに闘係するから除外
すべきであろう）．それから，そのような特徴や機能を持たないものがあるととを認めるのに何人
も異存がないであろう．このzero機能の捨い手をweakのtaseme　1／としておく．そうす
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る’と，とめ二つの中間にsecondafyなもめがあるかないか，あるとすれば幾通り認めちれるか，
が問題である．4Mart三netはsecondaryのものは◎rhythmica1であり，◎dlfferentiating
ftlilctionなし，としたが，①に於ては，　primaryに封して前にも後にも，叉一つおいても二つお
いても三⊇V・てもsec・nda・y・lrk來得るのであつて（叉全然來なV暢舗ある），・predi・tability
はmorphemi6sを援用するならば或る程度まで可能であるかもしれぬが，　phonemicsの立場
からは蕨密に言えぱarbitraryであるし，②に於ては，例えば∫ones（the　Phoneme，　p迂48）が，
Certification／sArtifik6y∫An（granting　a　certificate）　：s人rtifik6y∫An（act　of　certifying）ノ
を聖げているにしても彼自身も’ doubtfUlと述べてV・る如く，そしてP輌keも遠べている如く
普通の意味ではcontrastをなさないから，首肯出來ぬこともないが，　a）の（2）で述べたseg－
mental　phonemeとtasemeのfunction泣relationによりseperateの・－ateは／－itfと
ノー・　eyt／でなく／’・it／と／鳴yt／であると考えられるし，叉同じくa）の（1）に於てのべたzero－
formに圏’するcontrastがあるわけであるから，結局secondaryを否定するごとは出來ない．
叉素直忙獺擦した場合例えばmilitaryに於て二つの強まりがあることは認められるのである．
そのことがあればこそPikeはoptional　stressを認めたのではなかろうか？所が，綾は
◎ptionalはSecondaryでなくprimary　s亡ressの一種だとする．　その撰臆は，前遣の他に，
phoneticallyには認められる中間強嚢は時には抑揚曲線の頂黙にもなるし，全然suppressed
になる時もあつて’ unstableであつて，申間のものとして設定することは出來ない．何故なら
ahy　two　phonemic　entitiesがhomophoneになることはあり得ないからである（lbid．，　p．84）
し，’supPressedの場合unstressedと匿別するのはre－stressされるpotentia1ityを有する
からだ（lbid．，　p．87）というのであるが，とれは論理が一貫していなV・．上のp．84の記述を
彼にごつて正しいとするならば，即ちoptionalが別物ならばstressedとhomophoneにならな
V・からstressedそのものと同じであるとするならば，同じoptiona夏がsupPessedの場合もun－
stressedと’homophoneにならなV・筈である．然しsuppressedの場合は彼の規準とする
intonation’ contourからunstressedと全く同じとなるのであるから，「ある」ものが「なbj
ものと一絡になるのはおかしV・．（1の場合にpotentialityを持ち出すのは憤握が弱いと思う．）
然らばoptionalは叉同時にunstressedであるとしなければ理籍に合はない．然しそうすると
一つの中間強度が・tFessedとun・t・essedの二つのtasemesのall・ph・neになるわけで，
phoneme定立の原則の一つであるnon－overlappingと矛盾する．假に一歩譲つて，　optional
が・bligat・・yの・恥ph・n・雛在としてみると・こSgC　・・b・ti地迦t・・tに戊雛得るか否
かの問題が生噺るが，とれは勿論成立しない・更に．は一つのsequenceの場に二つのStrOngが
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あつては統一・体が成立しないことも考えねばならない．從つて，StrongとWeakの中間に第
三のtasemeがどうしても存在せざるを得なくなる．ましてintonationをとの場合一懸plane
の異るものとして除外する立場にあつては旬更そうである．それでは次にこの中聞物は一・つであ
るか二つ以上であるか？Blochのノ＾／と／’ノは微妙であつて，　Newmanのschemeと封比
すると，Middle（FullとLightの極別はjunctureの種類によつているが之は既に7で述べた
から差別する必要を認めない）が／＾／に當り，Sonorous　Weakが／ソに當るど考えられるが，
事宜phoneticallyにはこの麗別がなV・こともないのであつて，現象の詮明には便利なこともあ
る．（殊にB．E．に比べA．E．ではsecondaryが際立ってV・るから，雨者を認めるととによつ
て，stressの配分に無理がなくなり均分化が行はれる利黒占がある．）然し存在すること自体が
relevantでないことは愁述せる通りであつて，繕造的にsignificantなfeatureであるととが
間題である．Strong及びWeakにも段階があるが，機能の捲い更として各々…種である如く，
戸／と／’／の間には・そのfunctionに於て麗別出來るものはなMと考えるのは間違であうう
か？私はこの蹄は・ub・tit・ti・・testに」越る・一つの牢・・m・噛し互に・n・ph・n・の闘
係にあると立つものと思うのである．即ち，blackbird（black　bfrd），　bltog6ther（511　tOg6ther）
s油d6minent，2）．nc6stralとして差支がなV・と考えるのであるが如何なものであろう？Aノが梢
強く藍音される場合もあるし・稽弱く褒音される場合もあるが・それは中間強度Medial　9？
taseme／ソのallophoneに過ぎないのであつて．それはStron9／’1ともWeak／1とも麗
別出來るものである．かくすることによつて，segmental　phonemeの奨現，　syllableの形成等
に一貫した蓮絡が成立し，叉第3部に扱うutterance　sequenceに於げるinto1ユation，　rhyth叫
emphasisの分析の根握が存在することになる．結論は，　after　all　is　said　and　doneに於て，
至極亭凡な，そして從來から最も普通に行はれている（た貸中間強勢の幅は搬げたが）3段謝こ
落着いたのであるが，その爲に以上の論述が蚕く無意義となるものではなV・筈である．
　以上，本稿に於てはsyllable及びそのsequenceの纏まりに於ける現象をphonemicallyに
粗察したのであつた．これを以て前編とする．紙面を節約する爲記述が簡に過ぎたり，例示が乏
しかつたりして意を盤し得ない難もあるわけであるが，事情を諒とされたい．残つた問題はut－
terance全依をcoverする現象を取扱う第3部の研究であるが，これは後編として機禽を得て護
表したいと考える．樹第1部第2部を通じて敷多く畿見されるであろう過誤と猫断は忌惚なき叱
麗を得て今後とも訂正して行きたい念願である．　　　　　　”（前編絡の　’
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